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いぶり中央漁協

大友　勇子さん

米を研いで３０分おき、昆布を入れて炊く。炊き上
がったら、Ａを混ぜ入れて酢飯を作り、冷ます。
鮭に、酒と塩・こしょうをふりかけ、フライパンで焼
く。焼けたら骨と皮を外し身をほぐす。
ほぐした鮭にからしマヨネーズを和える。
巻き簾（すだれ）の上に海苔と酢飯を広げ、中央に
レタスと鮭をのせて巻く。
一本の海苔巻きを８等分に切って出来上がり。

❶

❷

❸
❹

❺

・米・・・２合
・鮭切り身・・・２枚
・レタス・・・２枚
・海苔・・・４枚
・昆布・・・１０ｃｍ
・酒・・・小さじ２
・塩・・・大さじ１

・こしょう・・・小さじ１
・からしマヨネーズ・・・大さじ２
・酢・・・大さじ５
・砂糖・・・大さじ３
・塩・・・大さじ１/２

鮭のロール巻き
焼きほぐした秋鮭を巻くサラダ感覚海苔巻き

今回は秋鮭を使った「鮭のロール巻き」をご紹介し

ます。焼いてほぐした秋鮭を、海苔とレタスで巻いた

サラダ感覚のロール巻きです。お子さんのいるご家

庭では、お好みでからしマヨネーズをマヨネーズに

変えてもOK! お子さんと一緒に簡単でおいしい海

苔巻きづくりを楽しんでみませんか。

材料（4人分）

作り方

特集

浜のおかあさん

レシピ

す

第51回北海道漁業協同組合長会議
第64回ぎょれん通常総会
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浜の

元気印！

ほっけの3枚おろしのデモンストレーションでは木村部長の包丁さばきに参加した皆さんの注目が集まりました。

留萌管内おさかな普及協議会
平成25年度第１回料理教室

月
７
日（
金
）、
旭
川
市
の
と
き
わ
市
民
ホ
ー
ル
で
、
留
萌
管
内

お
魚
普
及
協
議
会
に
よ
る
今
年
度
第
１
回
目
の
料
理
教
室
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
同
協
議
会
は
、
留
萌
管
内
３
漁
協
と
ぎ
ょ
れ
ん
留
萌

支
店
で
構
成
し
、
平
成
15
年
か
ら
消
費
者
と
の
交
流
を
深
め
る
料
理
教

室
や
旭
川
市
内
の
ホ
ク
レ
ン
シ
ョ
ッ
プ
で
の
販
促
な
ど
を
行
い
、
管
内

で
水
揚
げ
さ
れ
る
豊
富
な
魚
を
消
費
者
に
知
っ
て
も
ら
お
う
と
活
動
し

て
い
ま
す
。
　

　
留
萌
管
内
か
ら
最
も
近
い
消
費
地
旭
川
市
で
開
催
し
て
11
年
目
を
迎

え
た
今
回
の
料
理
教
室
。
北
る
も
い
漁
協
羽
幌
地
区
女
性
部
の
木
村
部

長
ら
４
名
の
浜
の
お
か
あ
さ
ん
が
講
師
を
務
め
、
集
ま
っ
た
市
内
在
住

の
主
婦
19
名
に
留
萌
管
内
で
獲
れ
る
新
鮮
な
甘
え
び
や
た
こ
な
ど
を

使
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
レ
シ
ピ
を
紹
介
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
ほ
っ
け
の

３
枚
お
ろ
し
や
調
理
手
順
を
教
わ
り
、
時
折
談
笑
を
交
え
て
の
和
や
か

な
雰
囲
気
の
中
で
調
理
し
、「
豆
腐
の
え
び
入
り
と
ろ
み
煮
」
、「
ホ
ッ

ケ
の
す
り
身
汁
」
、「
鮭
の
レ
モ
ン
醤
油
が
け
」
、「
タ
コ
め
し
」
を
２

時
間
ほ
ど
で
仕
上
げ
ま
し
た
。

　
お
い
し
く
出
来
上
が
っ
た

料
理
は
参
加
者
に
大
変
好
評

で
「
早
速
、
家
族
に
『
浜
の

お
か
あ
さ
ん
の
味
』
を
食
べ

さ
せ
た
い
。」「
留
萌
の
甘

え
び
や
た
こ
、
ほ
っ
け
を

買
っ
て
自
分
で
も
作
り
た

い
。」
な
ど
の
声
が
聞
か
れ
、

料
理
教
室
を
通
じ
て
消
費
者

と
親
睦
を
深
め
な
が
ら
、
浜

の
お
か
あ
さ
ん
の
味
で
留
萌

管
内
の
魚
を
大
い
に
Ｐ
Ｒ
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

６

お揃いの羽幌地区女性部オリジナルTシャツで登場した講師
の皆さん（右から逢坂幸子さん、部長の木村日登美さん、
蛯名恵美子さん、佐藤ゆかりさん）
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この時期特有の濃い霧に包まれた笛舞漁港
表紙の写真
えりも漁協／谷家 優輔さんご家族です。
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特集1
SPECIAL

特集1  第51回北海道漁業協同組合長会議

５つの議案が原案通り承認、決議された、第５１回全道組合長会議。議長を務めた白糠漁協の柳谷組合長（左）と、副議長を務めた北るもい漁協の今組合長（右）。

第
51
回 

北
海
道
漁
業
協
同
組
合
長
会
議

平
成
25
年
度
漁
協
系
統
運
動
功
労
者
表
彰

原
発
事
故
に
よ
る
災
害
対
策
や
漁
業
経

営
基
盤
強
化
対
策
な
ど
、５
つ
の
議
案
を

決
議

　
会
議
で
は
、
主
催
団
体
を
代
表
し
、
ぎ
ょ
れ
ん
櫻
庭
会

長
が
挨
拶
を
行
い
、
柳
谷
組
合
長
（
白
糠
漁
協
）
を
議
長

に
、
今
組
合
長
（
北
る
も
い
漁
協
）
を
副
議
長
に
選
任

し
、
議
事
が
進
行
し
ま
し
た
。

　
柳
谷
議
長
が
昨
年
の
決
議
実
行
経
過
の
報
告
を
行
っ
た

の
に
続
き
、
今
副
議
長
が
今
回
提
出
さ
れ
た
議
案
の
審
査

内
容
を
説
明
し
ま
し
た
。

　
提
出
さ
れ
た
５
つ
の
議
案
は
、
全
て
原
案
通
り
承
認
さ

れ
、
こ
れ
ら
決
議
の
実
行
方
法
に
つ
い
て
は
、
ぎ
ょ
れ
ん

櫻
庭
会
長
に
一
任
し
、
国
や
道
な
ど
の
関
係
機
関
へ
要
請

活
動
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

決
議
内
容
に
つ
い
て

 

１
．
原
発
事
故
に
よ
る
災
害
対
策

（
１
）
安
全
強
化
対
策

①
海
洋
へ
の
放
射
能
汚
染
水
の
漏
出
を
絶
対
に
起
こ
さ

な
い
よ
う
、
厳
重
な
管
理
体
制
を
含
む
完
全
防
止
対

策
を
実
施
す
る
こ
と

②
全
て
の
原
発
（
建
設
中
を
含
む
）
に
つ
い
て
、
二
度

と
事
故
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
、
徹
底
し
た
安
全
確

保
措
置
が
検
証
さ
れ
る
ま
で
停
止
中
の
原
発
を
再
稼

働
さ
せ
な
い
こ
と

③
第
１
次
産
業
へ
の
環
境
影
響
に
配
慮
し
た
、
風
力
・

太
陽
光
・
地
熱
等
、
安
全
か
つ
ク
リ
ー
ン
な
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
拡
大
に
向
け
た
対
策
を
早
急
に
取

り
進
め
る
こ
と

④
河
川
・
海
洋
の
生
態
系
に
与
え
る
影
響
の
調
査
研
究

体
制
の
強
化
と
適
切
な
対
応
を
図
る
こ
と

（
２
） 

風
評
被
害
対
策

①
風
評
被
害
に
よ
る
諸
外
国
の
輸
入
規
制
に
対
す
る
万

全
の
対
策
を
実
施
す
る
こ
と

②
放
射
性
物
質
の
海
域
・
水
産
物
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
検
査
の

体
制
充
実
強
化
に
よ
る
安
全
・
安
心
体
制
の
確
保
と
国

内
外
へ
の
的
確
な
情
報
提
供
の
徹
底
を
図
る
こ
と
　

③
水
産
関
係
者
が
被
る
風
評
被
害
の
補
償
対
策
を
講
じ

る
こ
と

対
す
る
支
援
の
拡
充
強
化
を
図
る
こ
と

（
３
）
河
川
、
漁
場
環
境
保
全
対
策

　
漁
場
環
境
の
改
善
整
備
の
た
め
の
森
林
・
河
川
・
海
洋

環
境
保
全
及
び
漂
流
、
漂
着
物
処
理
対
策
（
北
海
道
グ
リ

ー
ン
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
基
金
等
）
を
拡
充
強
化
す
る
こ
と

（
４
）
水
産
業
、
漁
村
の
有
す
る
多
面
的
機
能
の
維
持
、

　
　  

増
進
対
策

　
漁
村
集
落
が
自
主
的
に
お
こ
な
う
多
面
的
機
能
発
揮
及

び
漁
村
地
域
振
興
の
た
め
、
漁
村
集
落
直
接
支
払
交
付
金

制
度
と
し
て
よ
り
一
層
の
拡
充
を
図
る
こ
と

（
５
）
防
災
対
策

　
激
甚
災
害
法
の
改
正
に
よ
る
災
害
復
旧
支
援
対
策
の
拡

充
及
び
津
波
発
生
時
の
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム
の
構
築
と
早

期
運
用
を
図
る
こ
と

 

５
．
水
産
物
貿
易
自
由
化
対
策

（
１
）
漁
業
・
漁
村
の
崩
壊
を
招
く
例
外
な
き
貿
易
自
由

化
を
強
い
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
か
ら
脱
退
す
る
こ
と

（
２
）
無
秩
序
な
水
産
物
輸
入
の
自
由
化
阻
止
と
現
行
関

税
率
等
を
堅
持
す
る
こ
と

（
３
）
Ｆ
Ｔ
Ａ
（
自
由
貿
易
協
定
）
・
Ｅ
Ｐ
Ａ
（
経
済
連

携
協
定
）
交
渉
に
お
け
る
主
要
水
産
物
の
適
用
除

外
を
図
る
こ
と

（
４
）
ロ
シ
ア
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
に
よ
る
本
道
漁
業
へ
の
影
響

を
回
避
す
る
こ
と

 

３
．
水
産
物
流
通
・
加
工
・
消
費
対
策

（
１
）
国
内
流
通
対
策

①
生
産
コ
ス
ト
に
見
合
う
魚
価
実
現
に
向
け
た
国
産
水

産
物
の
価
格
安
定
制
度
の
拡
充
と
末
端
流
通
を
見
据

え
た
総
合
的
な
需
給
調
整
対
策
へ
の
支
援
等
の
拡
充

強
化
を
図
る
こ
と

②
道
産
水
産
物
の
安
定
供
給
に
向
け
た
産
地
流
通
加
工

施
設
の
整
備
と
消
費
拡
大
の
拡
充
を
図
る
こ
と

（
２
）
海
外
流
通
対
策

①
海
外
市
場
へ
の
供
給
機
能
強
化
に
向
け
た
輸
出
支
援

策
の
拡
充

ア
．
海
外
市
場
開
拓
に
向
け
た
実
効
性
の
あ
る
支
援

対
策
の
拡
充
強
化
を
図
る
こ
と

②
Ｅ
Ｕ
向
け
輸
出
促
進
に
向
け
た
産
地
基
盤
整
備
の
拡

充
強
化

ア
．
Ｅ
Ｕ
向
け
輸
出
に
お
け
る
海
域
環
境
調
査
へ
の

経
費
助
成
の
拡
充
を
図
る
こ
と

イ
．
水
揚
げ
及
び
市
場
施
設
等
の
整
備
拡
充
を
図
る

こ
と

ウ
．
水
産
加
工
施
設
等
Ｅ
Ｕ
の
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
認
定
の

促
進
を
図
る
こ
と

（
３
）
食
育
対
策

　
若
年
齢
層
を
主
体
と
し
た
魚
食
機
会
（
学
校
給
食

等
）
の
拡
充
に
向
け
た
食
育
支
援
制
度
を
創
設
す
る
こ

と

 

４
．
北
海
道
周
辺
海
域
の
豊
か
な
漁
業
環
境
づ
く
り
の

　
　 

強
化
対
策

（
１
）
水
産
資
源
の
持
続
的
利
用
、
資
源
増
大
対
策

①
水
産
資
源
増
大
の
た
め
に
社
会
的
イ
ン
フ
ラ
事
業
等

と
し
て
北
海
道
の
特
性
に
応
じ
た
栽
培
漁
業
の
推

進
、
孵
化
放
流
事
業
の
さ
ら
な
る
技
術
開
発
、
試
験

研
究
の
推
進
に
よ
り
安
定
的
な
増
養
殖
事
業
の
展
開

を
図
る
こ
と

②
資
源
に
見
合
っ
た
操
業
体
制
の
確
立
の
た
め
の
地
域

別
協
議
の
促
進
を
図
る
こ
と

③
禁
漁
・
休
漁
・
減
船
な
ど
漁
獲
努
力
量
削
減
に
よ
る

自
主
的
な
資
源
回
復
措
置
へ
の
抜
本
的
（
基
金
造
成

等
）
支
援
事
業
を
創
設
す
る
こ
と

④
Ｔ
Ａ
Ｃ
制
度
の
抜
本
的
な
見
直
し
（
資
源
評
価
の
精

度
向
上
、
弾
力
的
運
用
）
を
図
る
こ
と

⑤
イ
カ
内
臓
物
・
ウ
ニ
殻
等
を
一
定
の
条
件
で
海
中
還

元
を
可
能
と
す
る
資
源
回
復
に
向
け
た
リ
サ
イ
ク
ル

体
制
の
手
法
を
制
度
的
に
確
立
す
る
こ
と

⑥
年
々
悪
質
化
す
る
組
織
的
密
漁
防
止
対
策
の
た
め
、漁
業

者
が
お
こ
な
う
活
動
に
対
す
る
支
援
措
置
を
図
る
こ
と

（
２
）
有
害
生
物
に
よ
る
沿
岸
漁
業
被
害
防
止
対
策

①
ト
ド
に
よ
る
食
害
や
漁
具
等
へ
の
被
害
の
補
償
及
び
休

漁
に
対
す
る
漁
業
被
害
補
償
制
度
を
創
設
す
る
こ
と

②
有
害
生
物
（
ト
ド
・
ア
ザ
ラ
シ
・
オ
ッ
ト
セ
イ
等
の

海
獣
、
ク
ラ
ゲ
、
ザ
ラ
ボ
ヤ
）
の
被
害
防
止
対
策
に

 

２
．
漁
業
経
営
基
盤
強
化
対
策

（
１
）
総
合
的
な
漁
業
経
営
安
定
対
策
の
確
立

　
①
資
源
管
理
・
漁
業
経
営
安
定
対
策
の
拡
充

ア
．
養
殖
業
に
お
け
る
参
加
要
件
の
見
直
し
を
図
る
こ
と

イ
．
漁
業
共
済
制
度
等
の
補
償
内
容
充
実
に
向
け
て

制
度
の
改
善
を
図
る
こ
と

ウ
．
国
庫
補
て
ん
額
に
つ
い
て
課
税
の
特
例
措
置
を

講
じ
る
こ
と

エ
．
恒
久
的
な
収
入
安
定
対
策
の
制
度
化
を
行
う
こ
と

　
②
燃
油
等
漁
業
コ
ス
ト
対
策
の
確
立

ア
．
漁
業
経
営
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
構
築
事
業
の

抜
本
的
改
善（
国
庫
負
担
割
合
の
拡
大
、異
常
高

騰
時
に
お
け
る
国
の
責
任
に
よ
る
漁
業
経
営
の

存
続
を
可
能
に
す
る
対
策
の
創
設
）を
図
る
こ
と

イ
．
協
業
化
、
省
エ
ネ
、
省
力
化
等
コ
ス
ト
削
減
の

た
め
の
施
設
導
入
支
援
制
度
の
創
設

ウ
．
漁
業
用
燃
油
税
制
の
免
税
・
還
付
措
置
の
恒
久

化
に
向
け
た
立
法
措
置
を
行
う
こ
と

エ
．
漁
業
用
資
材
等
の
価
格
安
定
制
度
を
創
設
す
る
こ
と

（
２
）
担
い
手
確
保
対
策

①
漁
業
後
継
者
を
確
保
す
る
た
め
、
安
心
し
て
次
世
代

に
引
き
継
ぐ
漁
船
、
機
械
設
備
、
生
産
施
設
等
、
新

た
な
設
備
投
資
の
支
援
制
度
の
創
設

②
漁
業
後
継
者
に
対
す
る
漁
業
生
産
手
段
等
の
財
産
譲

渡
に
係
る
課
税
の
特
例
措
置
を
講
ず
る
こ
と

（
３
）
制
度
資
金
の
拡
充

　
漁
業
近
代
化
資
金
の
限
度
額
引
き
上
げ
や
償
還
年
数
延

長
な
ど
抜
本
的
な
制
度
改
正
を
図
る
こ
と

　
6
月
20
日（
木
）、札
幌
市
の
第
2
水
産
ビ

ル
大
会
議
室
で
、「
第
51
回
北
海
道
漁
業
協
同

組
合
長
会
議（
全
道
組
合
長
会
議
）」が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。会
議
に
は
、5
月
11
日（
土
）に

「
全
道
組
合
長
会
議 

第
１
回
実
行
委
員
会
」

に
て
審
査
さ
れ
た
5
つ
の
議
案
が
上
程
さ
れ

ま
し
た
。

発
言
者

山
崎
組
合
長

　
　
　（
上
磯
郡
漁
協
）

発
言
者

市
山
組
合
長

　
　
　（
ひ
や
ま
漁
協
）

　
全
道
組
合
長
会
議
の
な
か
で
行
わ
れ
た
「
漁
協
系
統
運

動
功
労
者
表
彰
」
で
は
、
次
の
２
名
の
方
が
表
彰
さ
れ
、

北
海
道
漁
業
信
用
基
金
協
会
川
崎
理
事
長（
厚
岸
漁
協
組

合
長
）
か
ら
表
彰
状
及
び
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

長
尾

　
　学
さ
ん 

（
写
真
右
）

北
海
道
漁
業
共
済
組
合
　
専
務
理
事

牧

　
　
　聰
さ
ん 

（
写
真
左
）

さ
と
し

北
海
道
Ｊ
Ｆ
共
済
推
進
本
部
　
副
本
部
長

代表して謝辞を述べる牧副本部長（左）。
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特集1  第51回北海道漁業協同組合長会議
特集2
SPECIAL

第
64
回 

ぎ
ょ
れ
ん
通
常
総
会

原
発
事
故
に
よ
る
災
害
対
策
や
漁
業
経

営
基
盤
強
化
対
策
な
ど
、５
つ
の
議
案
を

決
議

　
会
議
で
は
、
主
催
団
体
を
代
表
し
、
ぎ
ょ
れ
ん
櫻
庭
会

長
が
挨
拶
を
行
い
、
柳
谷
組
合
長
（
白
糠
漁
協
）
を
議
長

に
、
今
組
合
長
（
北
る
も
い
漁
協
）
を
副
議
長
に
選
任

し
、
議
事
が
進
行
し
ま
し
た
。

　
柳
谷
議
長
が
昨
年
の
決
議
実
行
経
過
の
報
告
を
行
っ
た

の
に
続
き
、
今
副
議
長
が
今
回
提
出
さ
れ
た
議
案
の
審
査

内
容
を
説
明
し
ま
し
た
。

　
提
出
さ
れ
た
５
つ
の
議
案
は
、
全
て
原
案
通
り
承
認
さ

れ
、
こ
れ
ら
決
議
の
実
行
方
法
に
つ
い
て
は
、
ぎ
ょ
れ
ん

櫻
庭
会
長
に
一
任
し
、
国
や
道
な
ど
の
関
係
機
関
へ
要
請

活
動
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

決
議
内
容
に
つ
い
て

 

１
．
原
発
事
故
に
よ
る
災
害
対
策

（
１
）
安
全
強
化
対
策

①
海
洋
へ
の
放
射
能
汚
染
水
の
漏
出
を
絶
対
に
起
こ
さ

な
い
よ
う
、
厳
重
な
管
理
体
制
を
含
む
完
全
防
止
対

策
を
実
施
す
る
こ
と

②
全
て
の
原
発
（
建
設
中
を
含
む
）
に
つ
い
て
、
二
度

と
事
故
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
、
徹
底
し
た
安
全
確

保
措
置
が
検
証
さ
れ
る
ま
で
停
止
中
の
原
発
を
再
稼

働
さ
せ
な
い
こ
と

③
第
１
次
産
業
へ
の
環
境
影
響
に
配
慮
し
た
、
風
力
・

太
陽
光
・
地
熱
等
、
安
全
か
つ
ク
リ
ー
ン
な
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
拡
大
に
向
け
た
対
策
を
早
急
に
取

り
進
め
る
こ
と

④
河
川
・
海
洋
の
生
態
系
に
与
え
る
影
響
の
調
査
研
究

体
制
の
強
化
と
適
切
な
対
応
を
図
る
こ
と

（
２
） 

風
評
被
害
対
策

①
風
評
被
害
に
よ
る
諸
外
国
の
輸
入
規
制
に
対
す
る
万

全
の
対
策
を
実
施
す
る
こ
と

②
放
射
性
物
質
の
海
域
・
水
産
物
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
検
査
の

体
制
充
実
強
化
に
よ
る
安
全
・
安
心
体
制
の
確
保
と
国

内
外
へ
の
的
確
な
情
報
提
供
の
徹
底
を
図
る
こ
と
　

③
水
産
関
係
者
が
被
る
風
評
被
害
の
補
償
対
策
を
講
じ

る
こ
と

対
す
る
支
援
の
拡
充
強
化
を
図
る
こ
と

（
３
）
河
川
、
漁
場
環
境
保
全
対
策

　
漁
場
環
境
の
改
善
整
備
の
た
め
の
森
林
・
河
川
・
海
洋

環
境
保
全
及
び
漂
流
、
漂
着
物
処
理
対
策
（
北
海
道
グ
リ

ー
ン
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
基
金
等
）
を
拡
充
強
化
す
る
こ
と

（
４
）
水
産
業
、
漁
村
の
有
す
る
多
面
的
機
能
の
維
持
、

　
　  

増
進
対
策

　
漁
村
集
落
が
自
主
的
に
お
こ
な
う
多
面
的
機
能
発
揮
及

び
漁
村
地
域
振
興
の
た
め
、
漁
村
集
落
直
接
支
払
交
付
金

制
度
と
し
て
よ
り
一
層
の
拡
充
を
図
る
こ
と

（
５
）
防
災
対
策

　
激
甚
災
害
法
の
改
正
に
よ
る
災
害
復
旧
支
援
対
策
の
拡

充
及
び
津
波
発
生
時
の
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム
の
構
築
と
早

期
運
用
を
図
る
こ
と

 

５
．
水
産
物
貿
易
自
由
化
対
策

（
１
）
漁
業
・
漁
村
の
崩
壊
を
招
く
例
外
な
き
貿
易
自
由

化
を
強
い
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
か
ら
脱
退
す
る
こ
と

（
２
）
無
秩
序
な
水
産
物
輸
入
の
自
由
化
阻
止
と
現
行
関

税
率
等
を
堅
持
す
る
こ
と

（
３
）
Ｆ
Ｔ
Ａ
（
自
由
貿
易
協
定
）
・
Ｅ
Ｐ
Ａ
（
経
済
連

携
協
定
）
交
渉
に
お
け
る
主
要
水
産
物
の
適
用
除

外
を
図
る
こ
と

（
４
）
ロ
シ
ア
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
に
よ
る
本
道
漁
業
へ
の
影
響

を
回
避
す
る
こ
と

 
３
．
水
産
物
流
通
・
加
工
・
消
費
対
策

（
１
）
国
内
流
通
対
策

①
生
産
コ
ス
ト
に
見
合
う
魚
価
実
現
に
向
け
た
国
産
水

産
物
の
価
格
安
定
制
度
の
拡
充
と
末
端
流
通
を
見
据

え
た
総
合
的
な
需
給
調
整
対
策
へ
の
支
援
等
の
拡
充

強
化
を
図
る
こ
と

②
道
産
水
産
物
の
安
定
供
給
に
向
け
た
産
地
流
通
加
工

施
設
の
整
備
と
消
費
拡
大
の
拡
充
を
図
る
こ
と

（
２
）
海
外
流
通
対
策

①
海
外
市
場
へ
の
供
給
機
能
強
化
に
向
け
た
輸
出
支
援

策
の
拡
充

ア
．
海
外
市
場
開
拓
に
向
け
た
実
効
性
の
あ
る
支
援

対
策
の
拡
充
強
化
を
図
る
こ
と

②
Ｅ
Ｕ
向
け
輸
出
促
進
に
向
け
た
産
地
基
盤
整
備
の
拡

充
強
化

ア
．
Ｅ
Ｕ
向
け
輸
出
に
お
け
る
海
域
環
境
調
査
へ
の

経
費
助
成
の
拡
充
を
図
る
こ
と

イ
．
水
揚
げ
及
び
市
場
施
設
等
の
整
備
拡
充
を
図
る

こ
と

ウ
．
水
産
加
工
施
設
等
Ｅ
Ｕ
の
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
認
定
の

促
進
を
図
る
こ
と

（
３
）
食
育
対
策

　
若
年
齢
層
を
主
体
と
し
た
魚
食
機
会
（
学
校
給
食

等
）
の
拡
充
に
向
け
た
食
育
支
援
制
度
を
創
設
す
る
こ

と
 

４
．
北
海
道
周
辺
海
域
の
豊
か
な
漁
業
環
境
づ
く
り
の

　
　 

強
化
対
策

（
１
）
水
産
資
源
の
持
続
的
利
用
、
資
源
増
大
対
策

①
水
産
資
源
増
大
の
た
め
に
社
会
的
イ
ン
フ
ラ
事
業
等

と
し
て
北
海
道
の
特
性
に
応
じ
た
栽
培
漁
業
の
推

進
、
孵
化
放
流
事
業
の
さ
ら
な
る
技
術
開
発
、
試
験

研
究
の
推
進
に
よ
り
安
定
的
な
増
養
殖
事
業
の
展
開

を
図
る
こ
と

②
資
源
に
見
合
っ
た
操
業
体
制
の
確
立
の
た
め
の
地
域

別
協
議
の
促
進
を
図
る
こ
と

③
禁
漁
・
休
漁
・
減
船
な
ど
漁
獲
努
力
量
削
減
に
よ
る

自
主
的
な
資
源
回
復
措
置
へ
の
抜
本
的
（
基
金
造
成

等
）
支
援
事
業
を
創
設
す
る
こ
と

④
Ｔ
Ａ
Ｃ
制
度
の
抜
本
的
な
見
直
し
（
資
源
評
価
の
精

度
向
上
、
弾
力
的
運
用
）
を
図
る
こ
と

⑤
イ
カ
内
臓
物
・
ウ
ニ
殻
等
を
一
定
の
条
件
で
海
中
還

元
を
可
能
と
す
る
資
源
回
復
に
向
け
た
リ
サ
イ
ク
ル

体
制
の
手
法
を
制
度
的
に
確
立
す
る
こ
と

⑥
年
々
悪
質
化
す
る
組
織
的
密
漁
防
止
対
策
の
た
め
、漁
業

者
が
お
こ
な
う
活
動
に
対
す
る
支
援
措
置
を
図
る
こ
と

（
２
）
有
害
生
物
に
よ
る
沿
岸
漁
業
被
害
防
止
対
策

①
ト
ド
に
よ
る
食
害
や
漁
具
等
へ
の
被
害
の
補
償
及
び
休

漁
に
対
す
る
漁
業
被
害
補
償
制
度
を
創
設
す
る
こ
と

②
有
害
生
物
（
ト
ド
・
ア
ザ
ラ
シ
・
オ
ッ
ト
セ
イ
等
の

海
獣
、
ク
ラ
ゲ
、
ザ
ラ
ボ
ヤ
）
の
被
害
防
止
対
策
に

 

２
．
漁
業
経
営
基
盤
強
化
対
策

（
１
）
総
合
的
な
漁
業
経
営
安
定
対
策
の
確
立

　
①
資
源
管
理
・
漁
業
経
営
安
定
対
策
の
拡
充

ア
．
養
殖
業
に
お
け
る
参
加
要
件
の
見
直
し
を
図
る
こ
と

イ
．
漁
業
共
済
制
度
等
の
補
償
内
容
充
実
に
向
け
て

制
度
の
改
善
を
図
る
こ
と

ウ
．
国
庫
補
て
ん
額
に
つ
い
て
課
税
の
特
例
措
置
を

講
じ
る
こ
と

エ
．
恒
久
的
な
収
入
安
定
対
策
の
制
度
化
を
行
う
こ
と

　
②
燃
油
等
漁
業
コ
ス
ト
対
策
の
確
立

ア
．
漁
業
経
営
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
構
築
事
業
の

抜
本
的
改
善（
国
庫
負
担
割
合
の
拡
大
、異
常
高

騰
時
に
お
け
る
国
の
責
任
に
よ
る
漁
業
経
営
の

存
続
を
可
能
に
す
る
対
策
の
創
設
）を
図
る
こ
と

イ
．
協
業
化
、
省
エ
ネ
、
省
力
化
等
コ
ス
ト
削
減
の

た
め
の
施
設
導
入
支
援
制
度
の
創
設

ウ
．
漁
業
用
燃
油
税
制
の
免
税
・
還
付
措
置
の
恒
久

化
に
向
け
た
立
法
措
置
を
行
う
こ
と

エ
．
漁
業
用
資
材
等
の
価
格
安
定
制
度
を
創
設
す
る
こ
と

（
２
）
担
い
手
確
保
対
策

①
漁
業
後
継
者
を
確
保
す
る
た
め
、
安
心
し
て
次
世
代

に
引
き
継
ぐ
漁
船
、
機
械
設
備
、
生
産
施
設
等
、
新

た
な
設
備
投
資
の
支
援
制
度
の
創
設

②
漁
業
後
継
者
に
対
す
る
漁
業
生
産
手
段
等
の
財
産
譲

渡
に
係
る
課
税
の
特
例
措
置
を
講
ず
る
こ
と

（
３
）
制
度
資
金
の
拡
充

　
漁
業
近
代
化
資
金
の
限
度
額
引
き
上
げ
や
償
還
年
数
延

長
な
ど
抜
本
的
な
制
度
改
正
を
図
る
こ
と

平
成
２４
年
度
取
扱
高
は
２
８
１
５
億
円
、 

平
成
２５
年
度
取
扱
計
画
は
２
８
２
０
億
円

　
ぎ
ょ
れ
ん
総
会
は
、
櫻
庭
会
長
の
挨
拶
（
次
頁
に
掲

載
）
の
の
ち
、
ひ
だ
か
漁
協
の
梶
川
組
合
長
が
議
長
に
選

任
さ
れ
、
議
事
が
進
行
し
ま
し
た
。「
平
成
24
年
度
の
決

算
」、「
平
成
25
年
度
の
事
業
計
画
」、「
新
役
員
の
選
任
」

な
ど
、
８
つ
の
議
案
が
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
通
り

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
総
会
の
後
に
は
、
今
回
の
総
会
を
も

っ
て
退
任
さ
れ
た
櫻
庭
会
長
と
、
小
倉
専
務
、
杉
本
常

務
、
新
た
に
就
任
し
た
川
崎
会
長
よ
り
挨
拶
が
あ
り
ま
し

た
（
８
、
９
頁
に
掲
載
）。

発
言
者

阿
部
組
合
長

　
　
　（
紋
別
漁
協
）

発
言
者

平
野
組
合
長

　
　
　（
え
り
も
漁
協
）

発
言
者

大
坂
組
合
長

　
　
　（
根
室
漁
協
）

議長を務めたひだか漁協 　梶川組合長。

８つの議案が全て原案通り承認されました。

購買 189

利用 1

特別 7

［単位：億円］

平成25年度事業別取扱計画 総取扱高の推移

総取扱計画

億円
2,820

販売 2,623

市場扱 1,700

製品扱 923

2,600

2,700

2,800

2,900

3,000

3,100

0

（億円）

2,762

2,945

2,815

2,918

2,714

平成22年度平成20年度 平成21年度 平成23年度 平成24年度5　| |　4
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平
成
24
年
度
の
事
業
実
績

秋
鮭
、い
か
、さ
ん
ま
な
ど
の
水
揚
げ
が
減
少
。厳
し

い
流
通
環
境
の
な
か
、各
種
対
策
を
実
施

　
平
成
24
年
度
の
本
道
漁
業
生
産
は
、
い
か
、
さ
ん
ま
な

ど
の
水
揚
げ
が
大
き
く
減
少
し
た
こ
と
も
あ
り
、
全
道
水

揚
数
量
・
金
額
と
も
に
前
年
を
下
回
る
厳
し
い
結
果
と
な

り
ま
し
た
。
水
産
物
の
流
通
面
で
も
、
年
度
後
半
に
な
っ

て
政
権
交
代
に
よ
る
景
気
回
復
に
期
待
が
か
か
り
ま
し
た

が
、
デ
フ
レ
不
況
の
中
で
、
総
じ
て
消
費
者
の
魚
離
れ
に

よ
る
消
費
低
迷
と
魚
価
安
が
続
き
ま
し
た
。
道
内
水
産
物

の
輸
出
も
昨
年
後
半
か
ら
円
安
を
背
景
に
追
い
風
に
転
じ

た
も
の
の
、
魚
種
や
輸
出
相
手
国
に
よ
っ
て
明
暗
が
分
か

れ
、
環
境
は
一
変
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
中
、
本
会
の
販

売
事
業
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、
関
係
団
体
と
の
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
国
内
外
の
需
給
動
向
を
勘
案
し
た
各
種
流

通
対
策
事
業
を
実
施
し
、
円
滑
な
流
通
の
確
保
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

　
基
幹
魚
種
の
う
ち
「
秋
鮭
」
に
つ
い
て
は
、
過
去
20
年

間
で
最
低
と
な
る
十
万
ト
ン
割
れ
の
不
振
と
な
り
ま
し
た
。

減
産
を
背
景
に
浜
値
が
上
昇
し
、
製
品
価
格
は
高
値
で
推

移
し
た
こ
と
か
ら
、
親
製
品
の
中
国
向
け
輸
出
が
激
減
し

た
ほ
か
、
チ
リ
産
銀
鮭
の
大
量
搬
入
に
よ
り
鮭
鱒
の
消
流

環
境
が
悪
化
、
国
内
消
費
は
苦
戦
を
強
い
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
中
、本
会
と
し
ま
し
て
は
、関
係
団
体
と
の
連

携
に
よ
り
一
定
量
の
中
国
輸
出
対
策
を
講
ず
る
と
と
も
に
、

製
品
の
内
販
促
進
対
策
を
継
続
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

　
ま
た
「
ほ
た
て
」
に
つ
い
て
も
関
係
団
体
と
連
携
し
、

国
内
外
で
の
流
通
対
策
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
全
道
水
揚

げ
は
、
２
年
振
り
に
四
十
万
ト
ン
を
上
回
る
水
揚
げ
と
な

り
、「
玉
冷
製
品
」
で
は
小
型
化
に
よ
る
消
流
へ
の
影
響

が
懸
念
さ
れ
ま
し
た
が
、
年
末
以
降
の
円
安
基
調
に
よ
り

米
国
主
体
に
輸
出
が
増
加
し
、
新
物
に
向
け
た
国
内
在
庫

は
予
想
を
大
き
く
下
回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
「
ボ
イ

ル
ほ
た
て
」
は
中
国
向
け
両
貝
冷
凍
な
ら
び
に
韓
国
向
け

活
ほ
た
て
の
輸
出
増
に
よ
り
、
浜
高
基
調
で
推
移
し
た
た

め
、
製
品
が
高
値
形
成
さ
れ
、
今
後
の
消
流
動
向
か
ら
目

が
離
せ
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ほ
た
て
製
品
は
総

じ
て
、
産
地
高
・
消
費
地
安
が
顕
著
と
な
っ
て
お
り
、
消

流
安
定
化
に
向
け
て
は
、
需
給
動
向
を
充
分
見
極
め
た
中

で
の
国
内
販
売
対
策
が
大
き
な
課
題
と
し
て
残
り
ま
し
た
。

　「
昆
布
」
に
つ
い
て
は
、
１
万
８
千
ト
ン
台
の
生
産
量

と
な
り
、
平
成
23
年
度
の
大
減
産
か
ら
は
回
復
し
た
も
の

の
、
依
然
と
し
て
減
産
傾
向
が
続
い
て
お
り
、
全
般
的
に

消
費
も
伸
び
悩
ん
で
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
も

と
、『
北
海
道
昆
布
漁
業
振
興
協
会
』
を
設
立
し
、
２
万

ト
ン
の
生
産
確
保
を
目
標
に
、
新
年
度
か
ら
生
産
振
興
と

消
費
拡
大
に
向
け
具
体
的
な
取
り
組
み
を
開
始
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　
産
地
市
場
の
買
受
機
能
低
下
が
続
く
中
、「
一
般
魚
種
」

に
つ
い
て
は
、
全
般
的
に
魚
価
安
傾
向
が
続
き
ま
し
た
。

本
会
と
致
し
ま
し
て
は
、
直
営
工
場
・
漁
協
自
営
工
場
等

と
の
連
携
に
よ
る
、
製
品
加
工
対
策
を
継
続
す
る
と
と
も

に
、
か
ね
て
か
ら
実
施
し
て
い
る
漁
協
系
統
鮮
魚
・
加
工

原
料
供
給
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
の
拡
充
を
図
り
、
ぶ
り
、

か
れ
い
の
全
道
対
策
と
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
魚
種
対
策

に
取
り
組
み
、
魚
価
維
持
・
付
加
価
値
向
上
対
策
に
一
定

の
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
関
係
会
員
か
ら
の
要
請
を
受
け
、
「
北
海
道
春

鮭
鱒
普
及
協
議
会
」
を
立
ち
上
げ
、
春
鮭
鱒
の
消
費
拡
大

に
向
け
た
取
り
組
み
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
以
上
、
平
成
24
年
度
の
本
会
販
売
事
業
は
、
厳
し
い
生

産
・
加
工
流
通
の
影
響
を
受
け
、
取
扱
高
は
製
品
扱
・
市

場
扱
と
も
に
計
画
・
前
年
を
下
回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

 

系
統
燃
油
価
格
の
適
正
化
、系
統
ブ
ラ
ン
ド
資
材
の

普
及
に
取
り
組
む

　「
購
買
事
業
」
に
つ
い
て
は
、
原
油
価
格
上
昇
が
続
く

中
、
全
漁
連
と
も
連
携
し
、
系
統
燃
油
価
格
の
適
正
化
に

取
り
組
み
ま
し
た
。
ま
た
、「
一
般
漁
業
資
材
」
に
つ
い

て
は
、
購
販
推
進
活
動
と
連
携
し
、
継
続
し
て
良
質
廉
価

な
『
系
統
ブ
ラ
ン
ド
資
材
』
の
取
扱
拡
大
を
図
り
ま
し
た
。

購
買
事
業
の
取
扱
高
は
、
燃
油
価
格
の
上
昇
も
あ
り
、
計

画
を
上
回
る
実
績
と
な
り
ま
し
た
。

漁
協
系
統
組
織
を
挙
げ
た
活
動
が
一
定
の
成
果
を
挙

げ
る

　
指
導
事
業
の
う
ち
、「
漁
政
対
策
」
に
つ
い
て
は
、
全

道
組
合
長
会
議
等
と
連
携
し
、
国
・
道
な
ど
に
対
し
、
各

種
要
請
活
動
を
行
い
、
本
道
漁
業
の
課
題
解
決
に
総
力
を

挙
げ
て
取
り
組
み
、
一
定
の
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　「
指
導
教
育
事
業
」
に
つ
い
て
は
、
漁
協
経
営
の
健
全

性
確
保
対
策
、
各
種
研
修
の
充
実
に
加
え
、
50
周
年
を
迎

え
た
漁
青
連
活
動
の
記
念
事
業
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、

浜
と
一
体
と
な
っ
た
各
種
魚
食
普
及
・
食
育
活
動
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

　「
環
境
対
策
」
に
つ
い
て
は
、
ト
ド
・
ア
ザ
ラ
シ
等
、

海
獣
被
害
対
策
に
加
え
、
有
害
生
物
漁
業
被
害
防
止
対
策

の
ほ
か
、
河
川
・
森
林
環
境
保
全
対
策
を
継
続
推
進
し
ま

し
た
。
こ
の
ほ
か
、
「
放
射
性
物
質
風
評
被
害
対
策
」
に

つ
い
て
は
、
会
員
か
ら
の
要
請
を
受
け
、
す
け
そ
う
・
こ

う
な
ご
の
風
評
被
害
に
係
る
東
京
電
力
へ
の
損
害
賠
償
請

求
を
行
い
、
関
係
行
政
・
全
漁
連
の
支
援
も
得
て
、
賠
償

金
の
支
払
い
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

組
織
の
財
務
基
盤
の
強
化
に
引
き
続
き
取
り
組
む

　「
経
営
面
」
に
お
い
て
は
、
厳
し
い
経
営
環
境
下
に
あ

っ
て
引
き
続
き
、
財
務
基
盤
の
強
化
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

「
関
連
会
社
」
に
つ
い
て
は
、
本
会
と
一
体
と
な
っ
た
事

業
推
進
を
図
っ
て
参
り
ま
し
た
が
、
直
営
工
場
二
社
が
原

料
事
情
悪
化
の
影
響
を
回
避
で
き
ず
、
赤
字
決
算
を
余
儀

な
く
さ
れ
ま
し
た
。

　
以
上
の
結
果
、
平
成
24
年
度
の
本
会
経
営
は
、
総
取
扱

高
は
二
千
八
百
十
五
億
円
と
な
り
、
収
支
に
つ
い
て
も
、

税
引
前
当
期
利
益
段
階
に
お
い
て
、
計
画
・
前
年
を
下
回

る
、
三
億
八
千
万
円
と
な
り
、
法
人
税
等
を
控
除
し
た
、

当
期
未
処
分
剰
余
金
は
、
三
億
六
千
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
剰
余
金
の
処
分
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地
区
組
合
長

会
議
で
ご
了
解
を
頂
い
た
内
容
に
沿
っ
た
形
で
ご
提
案
致

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
ご
承
認
の
ほ
ど
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

 

平
成
25
年
度
の
事
業
計
画

漁
協
系
統
と
し
て
総
合
的
な
流
通
対
策
事
業
の
強
化

を
図
る

　
次
に
、
平
成
25
年
度
の
事
業
推
進
の
考
え
方
に
つ
い
て

ご
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
本
年
度
は
本
会
が
平
成
23
年
度
に
策
定
し
た
、
グ
ロ
ー

バ
ル
戦
略
強
化
等
を
柱
と
す
る
、「
中
期
的
事
業
推
進
方
向
」

の
最
終
年
度
に
あ
た
り
ま
す
。
こ
の
間
、本
道
の
漁
業
経

営
は
総
じ
て
厳
し
い
環
境
に
置
か
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
景
気
回
復
へ
の
期
待
が
高
ま
る
な
か
、
販
売
事
業
の
推

進
に
あ
た
っ
て
は
、国
内
流
通
の
安
定
確
保
を
基
本
に
置

き
つ
つ
、海
外
輸
出
対
策
を
含
め
た
、漁
協
系
統
と
し
て
の

総
合
的
な
流
通
対
策
事
業
の
強
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

燃
油
特
別
対
策
の
実
現
を
は
じ
め
漁
政
対
策
を
推
進

　
漁
政
対
策
と
し
て
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
貿
易
交
渉
等
か
ら
本
道

漁
業
へ
の
影
響
を
回
避
す
る
取
り
組
み
が
正
念
場
を
迎
え

る
と
と
も
に
、
燃
油
高
騰
緊
急
特
別
対
策
の
実
現
、
加
え

て
原
発
漁
業
被
害
対
策
や
各
種
漁
業
経
営
安
定
化
施
策
の

拡
充
な
ど
、
課
題
が
山
積
し
て
お
り
、
こ
の
解
決
に
向
け

て
、
組
織
を
あ
げ
た
取
り
組
み
を
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

 

浜
と
の
連
帯
を
強
固
に
し
な
が
ら
、各
種
事
業
対
策

に
果
敢
に
挑
戦

　
ご
案
内
の
と
お
り
内
外
情
勢
は
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
を

続
け
て
お
り
ま
す
。

　
本
道
漁
業
の
更
な
る
振
興
と
発
展
を
図
る
た
め
昨
年
の

記
念
す
べ
き
第
50
回
全
道
組
合
長
会
議
で
特
別
決
議
を
行

っ
た
『
強
い
北
海
道
漁
業
の
確
立
』
に
向
け
、
漁
協
系
統

組
織
の
総
力
の
結
集
と
行
動
が
何
よ
り
も
重
要
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　
本
会
と
致
し
ま
し
て
も
、
浜
と
の
連
帯
を
よ
り
強
固
な

も
の
と
し
な
が
ら
、
各
種
事
業
対
策
に
果
敢
に
挑
戦
し
て

ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
会
員
各
位
の
特
段
の

ご
理
解
と
ご
支
援
を
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。
以
上
、
平
成
25
年
度
の
事
業
推
進
に
当
た
っ

て
の
基
本
的
な
考
え
方
を
申
し
述
べ
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
本
日
の
提
出
議
案
に
つ
い
て
充
分
な
る
ご
審
議
と
ご
理

解
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
、
開
会

に
あ
た
っ
て
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

櫻
庭
会
長 

挨
拶（
要
旨
）
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櫻
庭
会
長
か
ら
、川
崎
会
長
へ

ぎ
ょ
れ
ん
新
体
制
が
ス
タ
ー
ト

退
任
す
る
役
員
か
ら
の
挨
拶

今
回
の
総
会
を
も
っ
て
、小
倉
専
務
、杉
本
常
務
が
退
任

し
、総
会
終
了
後
に
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

を
育
て
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
大
企

業
の
よ
う
な
や
り
方
を
、
万
が
一
、
こ
の
漁
業
で
行
っ
た

な
ら
ば
、
必
ず
や
、
小
さ
な
漁
村
は
崩
壊
す
る
で
あ
ろ
う

と
思
い
ま
す
。「
七
〇
歳
や
八
〇
歳
に
な
っ
て
も
出
来
る

だ
け
の
漁
に
勤
し
む
」。
そ
の
姿
勢
が
あ
る
か
ら
、
小
さ

な
漁
村
も
大
き
な
都
市
も
、
我
々
漁
業
者
が
成
り
立
っ
て

い
る
わ
け
で
す
。

　
今
後
も
北
海
道
が
率
先
し
て
、
我
々
の
子
ど
も
や
孫
に

し
っ
か
り
と
し
た
漁
業
資
産
を
伝
え
る
べ
く
、
最
大
の
努

力
を
す
る
役
目
が
あ
ろ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
ど
う
か
浜

の
皆
さ
ん
、
一
丸
と
な
っ
て
力
を
お
貸
し
く
だ
さ
い
。
こ

の
北
海
道
ば
か
り
で
な
く
、
日
本
を
支
え
る
漁
業
を
、
皆

さ
ん
と
一
緒
に
な
り
、
し
っ
か
り
作
り
上
げ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
以
上
、
組
合
長
さ
ん
を
は
じ
め
、
単
協
の

役
職
員
の
皆
さ
ん
、
そ
し
て
系
統
の
皆
さ
ん
に
心
か
ら
お

願
い
を
申
し
上
げ
、
就
任
に
あ
た
っ
て
の
ご
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
　

小
倉
専
務
退
任
挨
拶

　
昭
和
46
年
に
入
会
し
、

42
年
間
、
販
売
業
務
一

筋
に
勤
務
を
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。
水
産
物
の

生
産
・
流
通
が
大
き
く
変
化
す
る
な
か
、
消
費

地
で
あ
る
大
阪
・
東
京
で
の
勤
務
を
27
年
間
、

本
所
役
員
に
な
っ
て
７
年
間
、
大
変
多
く
の

人
々
に
助
け
ら
れ
、
本
日
を
迎
え
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
皆
様
の
お
か
げ

と
感
謝
し
、
今
は
達
成
感
と
安
堵
感
で
い
っ
ぱ

い
で
す
。
本
道
漁
業
の
益
々
の
発
展
、
各
漁
協

の
ご
隆
盛
、
皆
様
の
ご
健
勝
を
祈
念
申
し
上
げ
、

退
任
に
あ
た
っ
て
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

杉
本
常
務
退
任
挨
拶

　
小
倉
専
務
に
同
じ
く

42
年
間
、
そ
の
内
３
期

９
年
、
役
員
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

色
々
な
方
に
支
え
ら
れ
、
ま
た
苦
労
を
共
に
し

て
き
た
こ
と
が
、
今
は
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
良

い
こ
と
も
悪
い
こ
と
も
、
何
年
後
に
振
り
返
っ

た
と
き
に
、
き
っ
と
い
い
思
い
出
と
し
て
よ
み

が
え
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
本
日
ご
出
席
の

方
を
は
じ
め
、
今
日
お
見
え
に
な
っ
て
い
な
い

各
組
合
の
理
事
さ
ん
や
部
会
の
皆
様
に
も
、
本

当
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

代
表
理
事
会
長

代
表
理
事
副
会
長

副
会
長
理
事

副
会
長
理
事

代
表
理
事
専
務

代
表
理
事
常
務

代
表
理
事
常
務

代
表
理
事
常
務

代
表
理
事
常
務

理

　
　
事

理

　
　
事

理

　
　
事

理

　
　
事

理

　
　
事

理

　
　
事

理

　
　
事

理

　
　
事

理

　
　
事

代
表
監
事

常
任
監
事

監

　
　
事

監

　
　
事

川
崎
　
一
好

西
　
　
英
司

平
野
　
正
男

大
坂
　
鉄
夫

佐
藤
　
忠
則

重
岡
　
德
次

崎
出
　
弘
和

本
田
　
勝
実

本
間
　
靖
敏

岩
木
　
　
剛

市
山
　
亮
悦

阿
部
　
国
雄

岩
田
　
廣
美

茅
野
　
　
優

片
川
　
隆
市

安
田
　
順
一

今
　
　
　
隆

風
無
　
成
一

髙
桑
　
康
文

水
野
　
秀
郎

碇
　
　
貞
一

髙
橋
　
敏
二

（
厚
岸
漁
協
・
新
任
）

（
え
り
も
漁
協
）

（
根
室
漁
協
）

（
昇
任
）

（
新
任
）

（
新
任
）

（
小
樽
市
漁
協
）

（
ひ
や
ま
漁
協
）

（
福
島
吉
岡
漁
協
・
新
任
）

（
い
ぶ
り
噴
火
湾
漁
協
・
新
任
）

（
大
津
漁
協
）

（
雄
武
漁
協
・
新
任
）

（
猿
払
村
漁
協
）

（
北
る
も
い
漁
協
）

（
稚
内
機
船
漁
協
）

（
常
呂
漁
協
・
昇
任
）

（
落
部
漁
協
）

（
根
室
湾
中
部
漁
協
・
新
任
）

ぎ
ょ
れ
ん
の
新
執
行
体
制

監
事
会

髙桑代表監事
水野常任監事

髙橋監事

三好参事
加工食品部

営業第二部

菊池参事

田中会計主任

品質管理部

斎藤参事

指導教育部

漁政部

北見支店

根室支店

稚内支店

日高支店

室蘭支店

釧路支店

函館支店

小樽支店

留萌支店

札幌支店

東京支店

大阪支店

仙台営業所

福岡営業所

大石橋部長

新井田室長

伊藤部長

共販部

購買部
藤森部長

阿部部長

鈴木部長

三好参事兼務

斎藤参事兼務

冨田部長

環境部
斎藤参事兼務

関支店長

渡部支店長

谷口支店長

秋山支店長

井下支店長

藤田支店長

藤江支店長

大潟支店長

荒谷支店長

斎藤支店長

大谷内支店長

安田参事・支店長兼務 上村所長

久米所長

川
崎
会
長

西
副
会
長

総

　会

佐
藤
専
務

重
岡
常
務

本
田
常
務

本
間
常
務

コンプライアンス
推進委員会

碇監事

関連会社統括室

総務企画部

管理部

田中会計主任兼務
内部監査部

山口部長
営業企画部

加瀬部長
営業第一部

菊池参事兼務

菊池参事兼務

崎
出
常
務

ぎょれんの新機構図

正
副
会
長
会
議

理
事
会

川崎新会長（左）と櫻庭会長。

　
今
回
の
総
会
を
も
っ
て
櫻
庭
会
長
が
退
任
さ
れ

川
崎
厚
岸
漁
協
組
合
長
が
新
会
長
と
し
て
選
任
さ

れ
ま
し
た
。

 

櫻
庭
会
長  

退
任
挨
拶
（
要
旨
）

　
私
は
、
只
今
の
総
会
を
も
ち
ま
し
て
、
会
長
を
退
任
い

た
し
ま
し
た
。
こ
の
間
、
国
、
道
、
農
林
中
央
金
庫
、
全

国
の
関
係
団
体
、
そ
し
て
会
員
の
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協

力
の
お
か
げ
を
も
ち
ま
し
て
、
無
事
、
２
期
６
年
の
任
期

を
全
う
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私
と
と
も
に
、
今
期

で
常
勤
役
員
の
小
倉
専
務
、
杉
本
常
務
も
退
任
と
な
り
ま

し
た
。
お
二
人
に
は
ぎ
ょ
れ
ん
の
経
営
は
も
と
よ
り
、
本

道
漁
業
の
発
展
の
た
め
に
大
変
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
道
漁
業
は
様
々
な
課
題
が
山
積
し
て
お
り
、
指

導
・
経
済
連
合
会
で
あ
る
ぎ
ょ
れ
ん
の
役
割
は
大
変
大

き
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
水
産
王
国
北
海
道
と
し
て
全

道
の
浜
が
漁
協
系
統
の
も
と
に
結
集
し
、
川
崎
新
会
長

の
も
と
、
一
枚
岩
と
な
っ
て
諸
課
題
の
解
決
に
向
け
、

挑
戦
し
て
い
く
こ
と
が
な
に
よ
り
も
重
要
で
す
。
新
役

員
体
制
に
皆
様
の
変
わ
ら
ぬ
特
段
の
ご
支
援
と
ご
協
力

を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
、

重
ね
重
ね
、
皆
様
の
ご
支
援
を
戴
い
た
こ
と
に
心
か
ら

感
謝
と
御
礼
を
申
し
上
げ
、
退
任
に
あ
た
っ
て
の
ご
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
本
当
に
長
い
間
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

川
崎
新
会
長 

就
任
挨
拶
（
要
旨
）

　
櫻
庭
会
長
を
は
じ
め
今
般
退
任
さ
れ
る
役
員
の
皆
様
、

本
当
に
長
い
間
、
私
達
の
浜
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
様
々

な
御
指
導
を
賜
り
ま
し
た
。
浜
を
代
表
し
て
、
心
か
ら
厚

く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
浜
の
皆
さ
ん
は
、
私
達
の
船
が
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
、
日
本

海
、
太
平
洋
と
、
縦
横
無
尽
に
水
揚
げ
し
て
い
た
時
代
を

よ
く
ご
存
知
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
現
在
、
秋
鮭
が

数
量
で
は
半
分
に
、
沿
岸
の
中
心
的
な
漁
業
で
あ
る
昆
布

は
２
万
ト
ン
を
下
回
る
状
況
に
な
り
ま
し
た
。
加
え
て
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
問
題
や
燃
油
高
騰
の
問
題
、
こ
う
し
た
諸
問
題

が
、
今
、
私
ど
も
漁
業
者
の
経
営
に
大
き
く
圧
し
掛
か
っ

て
お
り
ま
す
。

　
私
の
先
祖
は
、
明
治
３
年
に
九
州
か
ら
厚
岸
に
渡
り
、

昆
布
採
り
を
始
め
、
私
の
父
は
、
昭
和
24
年
に
、
厚
岸
漁

業
協
同
組
合
の
発
起
人
と
し
て
名
前
を
連
ね
ま
し
た
。
し

た
が
っ
て
、
親
子
二
代
で
、
今
の
水
協
法
に
よ
る
協
同
組

合
運
動
に
着
手
し
て
参
り
ま
し
た
。
今
世
間
で
は
、
私
ど

も
が
、
長
い
間
積
み
上
げ
て
き
た
協
同
組
合
運
動
・
系
統

運
動
を
揶
揄
す
る
声
す
ら
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
考
え
て

み
て
く
だ
さ
い
。
私
ど
も
の
先
祖
や
父
が
、
こ
う
し
て
一

歩
一
歩
積
み
上
げ
て
き
た
北
海
道
の
漁
業
が
、
ま
さ
に
日

本
の
漁
業
の
中
枢
を
担
っ
て
き
た
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
昔
の
高
度
成
長
時
代
の
よ
う
な
漁
業
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
今
後
は
、
ま
さ
に
21
世
紀
に
適
っ
た
私
ど
も
の
漁
業

監事室

の

や
　 

ゆ

か
な
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苗木一本一本に海の恵みへ願いを込めて

　５月３０日（木）に当別町にある道民の森内の「水源の森」で、各地区漁協組合長会の代表、北海
道女性部連絡協議会（以下道女性連）、コープさっぽろ、国や道の関係機関、森林組合などから約
85名が参加し、ミズナラ、ニレ、イタヤの苗木を各２５０本、計７５０本を植えました。

　朝からのあいにくの雨にもかかわらず、参加した皆さんは雨がっぱを着こみ、
軍手や長靴姿で準備万端。植樹が始まる頃には、皆さんの思いが天に届き、雨が
あがって絶好の植樹日和となりました。主催者を代表してぎょれんの櫻庭会長は
「北海道の漁民は環境、自然を大切にしなが
ら魚を増やしていくという意識が非常に高
い。今日も愛情をこめて植えていきましょ
う。」と挨拶。道女性連の平賀会長は、昭和
63年から始まった全道での取り組みによる
植樹本数が累計97万本に到達していること
に触れ「今年度は100万本を超えると思い
ます。漁協女性部は、これからも前浜の環
境を守るため、植樹活動に取り組んでいき
ます。」と改めてこの運動への意欲を示しました。
　また今回は植樹に先立ち、北海道漁業協同組合長会議が昨年行った、創立50
周年の記念植樹に際して制作された記念看板の除幕式が行われました。地区組合
長会を代表して北るもい漁協の今組合長は「全道の漁協が一丸となって、これか
らもこの道民の森での植樹を継続していきたい。」と述べ、参加者全員で看板の
前で記念写真を撮影しました。
　道民の森での植樹活動は、道女性連が全道で推進している「お魚殖やす植樹運
動」の一環として平成10年から全道の浜のお母さんが交代で行ってきました。
今年は道との協定に基づき、1.5ヘクタールの新たな敷地を確保し、今後5年間
で毎年750本ずつ3750本の苗木を植えていく計画です。また、「お魚殖やす植
樹運動」は今年度も全道各地で行われ、計約3万5000本が植樹される予定です。

ぎょれん櫻庭会長

「お魚殖やす植樹運動」植樹行事

道女性連平賀会長

北るもい漁協今組合長

用意された750本の苗木 皆さん、時折笑顔を見せながら植樹に
汗を流しました

石狩北部森林組合松下課長による植
樹指導

地区組合長会の代表と櫻庭会長、平賀会
長が除幕式を行いました
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　「浜の家族物語」では、「なみまるくん」の表紙に
登場いただいたご家族を紹介します。今回は、えり
も漁協の谷家さんご一家です。
　
先読みして作業する「段取り」が大切
 　　父と第三十五潤宝丸に乗り組み、3月から10月の
つぶ籠漁、漁期には並行してさんま流し網漁、かれ
いや助宗の刺し網漁、毛がに籠漁に従事する優輔さ
ん。7月から9月には家族で昆布漁もしています。
　小学校低学年から昆布干しやかれい網の網さやめ
など陸仕事を手伝い、漁師に憧れたという優輔さん。
中学校から部活のサッカーに打ち込み、えりも高校
卒業後は3年間、札幌で就職しました。20歳を過ぎ
た頃、谷家家の長男として改めて漁師になろうと決
意し帰郷しました。「漁師になって3日間は船酔いが
ひどかった。」という優輔さん。船酔いがなくなると
今度は先輩たちの仕事の速さに付いていくのが大変
だったそうです。「沖で作業しながら覚えないといけ
ないので、他人より早く覚えようと必死だった。」と
当時を振り返ります。作業の2つ先3つ先を見て仕事
をする「段取り」を身に付け、仲間との呼吸も合い
仕事がしやすくなったと教えてくれました。

未来の子ども達に良いものをたくさん残したい
 　　釧路市出身の由貴子さんは、嫁いで初めて浜の仕

事を経験。「家族で出来る仕事が良いです。昆布干し
も苦になりません。」と笑顔で話します。優輔さんは
「家で支えてくれているから仕事に集中できる。」と
由貴子さんにいつも感謝しています。長男大翔くん
は陸上少年団で短距離と砲丸投げに励む小学6年生。
お手伝いをよくしてくれる家族思いのお兄さんです。
谷家家のムードメーカーの次男唯斗くんは小学4年生。
1年生から少年野球に打ち込んでいます。長女さくら
ちゃんは保育園の年長組。兄妹一のしっかり者で昆
布干しのお手伝いも根気よく頑張っています。
　えりも漁協近笛地区青年部長で、えりも漁青連の
会長、日高地区漁青連副会長も務める優輔さん。近
笛地区では、地元のお祭りでの出店や浜の清掃を兼
ねた鉄くずの廃品回収に加え、昨年から青年部主催
で地元のアベヤキ川での鯉のぼりの川渡しや盆祭り
を開催。「自分たちが子どもの頃見
たものを今の子ども達にも見せた
い。」との思いに共感してくれる15
人の仲間とともに復活させました。
「子どもは大人を見て育つ。大人の
キラキラした姿を子ども達に見せな
がら、未来の子ども達に良いものを
たくさん残していきたいね。」と故
郷への愛を語ってくれた優輔さん。
その熱い思いが私の心に残りました。

えりも漁協 谷家さんご家族
たに や

家 族
物 語浜の

今月の

表紙に登場いただいたご家族を紹介いたします。

【谷家さんご一家】　谷家 優輔さん（34歳）、由貴子さん（36歳）、大翔くん（12歳）、唯斗くん（10歳）、さくらちゃん（6歳）

※優輔さんの母芳子さんと一緒に

たにや だいしょう ゆいと
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　次のクロスワードを完成させ、○印に当たる言葉をうまく並べて
ください。このニュースが聞こえるようになると、いよいよ「夏本番」
という感じがしますね。短い北海道の夏ですが、たっぷり楽しみま
しょう！

くわしい応募方法は、１７ページをご覧ください。
抽選で５名様に図書カードをプレゼントします。

1 2 3

7 10

14 15

1716

13

20 21

22 23

1211

8 9

54

6

解 答 となります。

間違いは5つです。

※答えは17ページにあります。

白雪姫を助けたのは七人の○○○
「巨人の星」で、星飛雄馬が投げるのは「消える○○○○」
干したものは、出汁をとったり、水で戻してから煮物や佃煮にで
きるキノコ
英語表記の姓と名前の頭文字
強い相手に借りるカラダの一部
卵黄＝
よく打つバッターはコレが高い
○○語・○○農・娯○○
日本の茶道や日本舞踊、武道での作法とされる座り方
讃岐・稲庭・水沢といえば○○○が有名
温泉街に漂う○○○のにおい
乾燥機⇔○○○機
看護師やホテルマンのような時間や日にちをずらす変則的な
勤務体制
浴槽内に勢いのある泡を出すお風呂
「※」の読み方は、○○印

②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑩
⑫
⑭
⑰
⑲
⑳
㉑

①
③
⑥

⑦
⑨
⑪
⑫
⑬
⑮
⑯
⑱
⑳
㉑

㉒
㉓

上下に分かれた女性用の水着
飛行機に乗るほど貯まります
日本は○○半球
温泉や風呂から立ちのぼる湯気
津軽が有名な日本の弦楽器
鮭の卵たっぷり○○○丼
○○彩・○○典・常○○
日本では煮えたった湯、中国ではあつあつのスープを言います
学問の神様で有名な福岡県の神社「○○○○天満宮」
止まってくれるタクシーはこの二文字
犬の運動場「○○○ラン」
宝塚時代の「天海祐希」や「真矢みき」は、○○○役
船の進行方向を制御する装置
太平洋はオーシャン、日本海は？

○印に当たる言葉を
うまく並べてください。

18 19

6月号の解答と当選者
クールビズ

（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

高倉　聡美さん
小野　聖子さん
中村　翔太さん
成田美由紀さん
津内　洋史さん

浦 河 町
釧 路 市
苫小牧市
根 室 市
岡 山 県

クロスワードパズル

間違い
さがし

※右と左の絵には、5ヵ所の異
なるところがあります。
　さあ、見つけてください。
　（印刷のズレや汚れは関係
ありません。）

タ
テ
の
カ
ギ

ヨ コ の カ ギ

頭すっきり!! ブレイクタイム Break Time

1 2 3

7 10

14 15

1716

13

20 21

22

25 26

23 24

1211

8 9
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サ
ク シツー ヤル

ダ ンイ コ リユ
マ

ツマキ ハ ダコ
イタ ビヤ クマ

リク ング ルニー
ホ リ ーレーン
ン ルコ ク ズイ

ナワチウビ

　我々は、この窮状を広く道民に訴え、水産物供給の担い手としてその使
命を果たすとともに、北海道漁業の存続を可能としていくため、円安によ
る燃油価格高騰分の緊急対策をはじめとする漁業経営支援策の実現を国に
強く求めることをここに決議する。　
１．急激な円安による燃油価格高騰分の緊急対策を実施すること
２．燃油価格異常高騰時の国の責任による漁業経営の存続を可能にする対

策を図ること
３．「漁業経営セーフティーネット構築事業」の抜本的改善を図ること
４．協業化、省エネ、省力化の取り組みによる生産コスト削減のための施

設導入支援制度を創設すること
５．漁業用燃油税制の特例措置を恒久化すること

　漁業を取り巻く環境は、長引く景気の低迷による「消費の減退」や「福島原発事故に起因する
風評被害」、そして、追い打ちをかけるような政府の経済政策による「燃油価格の高騰」と、厳し
さを増しています。この窮状を広く道民・国民に訴えるとともに、円安による燃油価格高騰分の
緊急対策をはじめとする漁業経営支援策の実現を国に強く求めるため、5月28日（火）に北海道
集会が、翌29日（水）は、東京にて全国集会が行われました。　

　5月28日（火）札幌市の第二水産ビルにおいて、ぎょれんを含む在札系統団
体と道水産会、地区漁協組合長会会長会議の主催により、「漁業経営危機突
破 北海道漁業代表者集会」が開催され、全道漁協の代表者のほか、道の関係
者や、国会・道議員も多数参加しました。主催者を代表して挨拶したぎょれ
ん櫻庭会長は、「燃油価格は急激な上昇を続け、漁業者自らのコスト削減の努
力ではどうにもならない事態となっている。このままでは、漁業の生産体制
が弱体化し、経営がますます困難となる漁業者も出てくる。漁業経営存続の
ため、燃油価格高騰分の緊急対策をはじめとする漁業経営支援策が不可欠で
あることを、政府に対して強力に訴えていく必要があり、本日の代表者集会
を開催した。」と開催趣旨を述べました。
　漁業代表者の意見表明では、いか釣漁業、さんま漁業、鮭鱒漁業の各代表
者が登壇し、不断の経営努力にも関わらず、燃油高騰等により漁業経営が圧
迫されている実態を詳細に述べ、国の支援を強く訴えました。集会の最後に
は、北海道漁協青年部連絡協議会副会長の高島恵太さんによって読み上げら
れた「決議案」が満場一致の拍手により採択され、参加者全員によるシュプ
レヒコールが行われました。

参加者全員で行ったシュプレヒコール（左）。　集会後、札幌駅と大通駅を結ぶ地下歩行空間にて、市民へのアピール活動を実施しました（右）。

檜山いか釣漁業振興協議会
理事 松崎　敏文さん

※このページでは、北海道集会の模様をお伝えします。全国集会の模様は、14ページのなみまるインフォメーションをご覧ください。

漁業代表者による意見表明

道東小型さんま漁業協議会
会長 内村　武夫さん

全鮭連副会長 大坂　光裕さん

決議文を読み上げた道漁青連
副会長 高島　恵太さん

決 議 内 容（抜粋）

「漁業経営危機
突破

　　北海道漁業
代表者集会」 開

催
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ANAの機内誌5月号に春鮭鱒の広告を掲載

雑誌「ＨＯ（ほ）７月号」にて
「旬を食べよう！ 北海道の時鮭」を特集

北海道新聞に全面広告を掲載
札幌まつりに「時鮭」を食べる習わしを伝える

　ぎょれんでは、各魚種別協議会と連携し、継続的に
宣伝活動を行っています。
　今回は、旬時期に合わせて、５月から６月に集中的
に実施された北海道春鮭鱒普及協議会の宣伝活動を
お伝えします。

一昨年より共同で宣伝活動を続けている札幌
市中央卸売市場とのタイアップ広告を掲載し、
道内消費を促しました。

札幌二条市場の鮮魚店店主に聞いた「春の鮭
がおいしいわけ」「時鮭の見きわめ、ココがポ
イント！」や、札幌市中央卸売市場の場外市場
飲食店に聞いた「家庭で時鮭をおいしく食べ
るワザ」など、役立つ情報がいっぱいです！

「今が旬、北海道の『天然』時鮭＆紅鮭＆鱒」と
いうキャッチフレーズとともに、香ばしく焼けた
時鮭、紅鮭、鱒の写真が、旬のおいしさを伝えま
す。

北海道新聞全道版に、札幌市中央卸売市
場とタイアップした全面広告を掲載。同じ
内容のチラシも作り、札幌市内鮮魚店で
の配布も行っています。

時鮭の旬が、札幌の初夏の風物詩「北海道神宮例祭（札幌ま
つり）」（毎年６月１４日～１６日開催）と重なるため、昔は祭り
の日の夕食に、「時鮭の焼きびたし」を出す家庭が多かったこ
とを、カネシメ髙橋水産㈱の本田敬一さんが伝えてくれてい
ます。ぜひ、当時の習わしを復活させたいものです。

色よく焼いた時鮭４切に、ひと煮立ちさせた漬け汁（醤油と水
が各50ｃｃ、みりんと酒が各大さじ３）をかけ、時々返しながら、
半日～一晩置けば完成。

●時鮭の焼きびたしの作り方（４人分）

宣伝活動
目指せ! 消費拡大

NOW

北海道新聞 6月8日（土）朝刊に掲載。

ANA機内誌「翼の王国」5月号表紙

この広告
、

ココが特
長！

この広告
、

ココが特
長！

この記事
、

ココが特
長！

機内誌は、ＡＮＡの飛行機全てに搭載されるため、
乗客皆さんの目に留まりやすい広告です。

15　| |　10

なみまるインフォメーション
information

　5月9日（木）、札幌パークホテルにおいて、公益社団法人全日本
司厨士協会北海道地方本部と札幌支部の主催による「2013スプ
リングフードフェスティバル」が開催され、北海道秋鮭普及協議
会、北海道ほたて漁業振興協会、北海道昆布漁業振興協会、ぎょれ
んが協賛しました。
　主催団体の「司厨士」とは、西洋料理に携わる調理師（シェフ）
のこと。年1回開催される同フェスティバルは、全道で働くシェフ
やシェフを志す学生が集まり、日頃の成果を発表、西洋料理に必要
な知識を学びます。
　お昼のメインイベント「チャレンジ料理コンテスト」では、多く
の来場者が見守るなか、ホテルの若手シェフが2人1組となり、そ
の場でお客様にコース料理を提供し、出来栄えを競い合います。指
定食材である道産の秋鮭・いくら・昆布・ほたてが前菜やメイン
ディッシュとして調理され、昆布は一部デザートにも使われるな
ど、各チームのアイデアが光る料理が次々提供されました。審査の
結果、出場10チームのうち、見事金賞に輝いたのは札幌プリンス
ホテルの景井・深江チーム。味はもちろん、見た目や、コース料理
のバランスの良さなどが高く評価されました。

03

試食するお客様の目の前で料理を仕上げます。

金賞チームの、ほたて、秋鮭、いくら、昆布を使った
前菜。昆布は細かく刻まれ、ソースに使用されてい
ます。

01
　札幌で行われた「漁業経営危機突破 北海道漁業代表者集会」（本
誌12ページにて特集）の翌5月29日（水）、東京の日比谷公園野外
音楽堂にて、全漁連等の主催により、「我が国漁業の存続を求める
全国漁業代表者集会」が行われました。全国の漁業者2,500名が
参加し、本道からも各漁協の代表者、ぎょれんをはじめとする系
統団体等が参加しました。
　集会では、長引く景気の低迷による消費の減退や魚価の低落、
円安に伴う漁業コストの増大など危機的な状況を訴えるとともに、
「国は、将来にわたって漁業者が安心して操業していくための抜本
的対策を講ずる必要があるが、何より、今を乗り越えていかなけ
れば将来も無い。国に対して、円安による燃油価格高騰分の緊急
支援を講じることを求める」とする決議を、全会一致で採択しま
した。大会終了後は、日比谷公園から国会議事堂周辺をデモ行進
したほか、本道や各県の代表者が、決議内容をもとに、国会議員
に対する要請活動を行い、国の支援を強く訴えました。

我が国漁業の存続を求める全国漁業代表者集会が開催

全国の漁業者が、国に対し、緊急支援を求めました

02
　5月30日（木）、札幌市のロイトン札幌において、ぎょれんが主
催する「道ぎょれん会 お取引先懇談会」が開催され、全国の取引
先187社、278名が参加し、懇親を深めました。
　主催者挨拶を行った櫻庭会長は、総じて減産傾向にあった昨年度
の生産量に触れ、「全国の皆様に安定して道産水産物をお届けする
ため、全道の漁業者とともに生産回復に取り組み、浜と一体となっ
た消費拡大事業、流通対策事業に一層努力する。」と決意を述べま
した。続く「報告・本道漁業の概況」では、各魚種の昨年度の生
産・流通動向や、生産回復に向けた取り組みなどについて、西副会
長が詳しく説明しました。
　特別講演は、「大動乱の時代 ～日本人の覚悟～」と題し、ジャー
ナリストの嶌信彦さんが講演。嶌さんは、今の世の中を「世界中で
大きな変化が続く『大動乱』の時代」と表現し、過去の歴史や、現
在の政治・経済状況など多くの話題を提供しました。日本について
は、「成長の原動力であった『輸出で儲けて世界から物資を買うビ
ジネスモデル』が崩れ、人口減や大震災など、まさに『国難』とも
言える状況」と語る一方、「しかし、今の『国難』に気づきはじめ
た人々が、このままではいけないと本気で日本を変えようとし始め
ている」と考えを述べました。「元気がないと言われる日本だが、
GDPはまだ世界第3位。これからは、社会も個人も、真の『友人』と
呼べるような関係を作ることが重要。ここにいる皆様がそのような
関係を築き、一層の活躍をされることを期待している。」と参加者
へのエールを送り、講演を締めくくりました。

道ぎょれん会 お取引先懇談会が開催

全国のお取引先と懇親を深めました

2013スプリングフードフェスティバルが開催

西洋料理の若手シェフが、道産食材を使った
創作料理に挑戦しました

かげ　い

しま

全漁連副会長として、江藤農林水産副大臣（左側、
中央）へ決議内容を伝え、支援を求める櫻庭会長
（中央）。

年1回、札幌で開催される「道ぎょれん会」。昨年を
上回る数のお取引先にご参加いただきました。

特別講演を行っていただいたジャーナリストの嶌
信彦さん。
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　管内春漁の主力魚種・真がれいの水
揚げが好調です。5月の連休前は泥な
どの影響で水揚げが低迷し、豊漁だっ
た昨年の約40％の漁でしたが、連休
明けから水揚げが順調に増え、5月は
昨年対比約90％となり、6月に入って
もまとまった水揚げが続いています。
今年は、価格が昨年より安く推移して
いるため、これからの挽回が期待され
ます。

　オホーツク海地区では、毛がに籠漁
は順調に許容量を消化し、不審船によ
る漁具被害等もなく無事に終漁しまし
た。日本海地区では夏のなまこ漁が解
禁し、利尻・礼文地区では、ばふんう
に・むらさきうに漁も本格化して、価格
は昨年より若干の高値で推移してい
ます。天候に恵まれ、凪の日も続いて
おりますが、安全操業と豊漁を願って
います。

　7月に入り、オホーツクも短い夏を
迎えようとしています。浜ではほたて
漁が最盛期に入り、北海しまえび漁が
スタート、たこ漁も本格化するなど夏
漁が賑わいを見せています。8月には
ほっき漁が解禁となり、順次水揚げを
開始する予定です。これからも事故な
く安全操業と大漁を心より祈願してい
ます。

　ロシア200海里内鮭鱒漁に出漁し
ていた根室船籍の小型船16隻のう
ち、6隻が10日に初水揚げを行いまし
た。今年は入漁料と割当数量が減少し
ましたが、操業水域の拡大等の条件緩
和や操業期間が延長されました。ロシ
アとの漁業交渉の難航で昨年より約1
カ月遅れの出漁となったものの、漁模
様は良く、今後の順調な水揚げに期待
しています。

　先月末解禁のロシア200海里内鮭
鱒漁は、6月10日から19トン船が入港
し水揚げが始まりました。近年の傾向
と同様に魚体は小さめです。例年より
操業期間が短くなりましたが、安全操
業を願っています。また、6月から棹前
昆布漁が始まりました。霧や晴れても
波があるなど出漁機会も限られます
が、計画通り出漁できることを願いま
す。

　やっと前浜の海水温も上がり、春定
置の時鮭も漁がまとまる日が続き始
めました。これから前半の遅れを挽回
できるよう願います。また、7月からの
昆布漁に向け、各地で磯掃除・干場整
備等が行われています。今年は不漁年
に加え、例年より着生数が少なく、減
産は避けられない見込みですが、生産
者の努力が報われ、最低限の減産で
済むようにと願っています。

　6月中旬、管内春定置に時鮭の日産
2,000～1,000尾とまとまった水揚げ
がありました。中心サイズは3ｋｇ台で
ｋ＠1,300～1,100処でした。昨年は記
録的な水揚げでしたが、今年は一週間
近く遅れ、待ちに待った水揚げに浜は
活気づきました。毛がに篭漁は6月20
日の噴火湾地区を皮切りに、7月は太
平洋地区と順次解禁となります。安全
操業と大漁を祈念します。

　6月1日より解禁した「いか釣り漁」
は現在、凪の時は1,000ケース処と生
簀で1.5トン処の水揚げがあります。
まだ魚体は40尾型～バラ中心です
が、25尾・30尾型も増えてきました。
また、南かやべの定置網でも1日
100kg程度ですが、いかの漁が見えて
きました。今年は昨年振るわなかった
分、浜が活気づくためにも、いかの大
漁を期待してやみません。

　6月1日より「いか釣り漁」が解禁し
ました。水揚げ開始当初は毎日100～
200ケース処と少なめの漁でしたが、
現在では3,000～4,000ケース処と
徐々に漁が上向いてきました。魚体も
25～30尾型のサイズが増えてきてお
り、今後の漁に期待したいところで
す。また、瀬棚・江差地区でうにの入札
も始まりました。浜がますます活気づ
くことを期待しています。

大漁
祈願！ 　各地でうにの水揚げが本格化して

きました。今年は数量が少ないもの
の、単価は例年より高く推移していま
す。また、後志西部方面から前浜のす
るめいか漁も始まり、サイズは小型な
がら管内で1日1,000ケース以上揚
がっています。6月中旬から始まったな
まこも豊漁で、単価も昨年より3割以
上高く、浜も期待が高まります。小樽
もいよいよ本格的な夏を迎えます。
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13ページの間違いさがしの答え

６
月
に
入
り
い
か
漁
が
解
禁
に
な
り
ま
し

た
。テ
レ
ビ
に
生
き
生
き
と
し
た
姿
を
見
せ
、

本
当
に
活
気
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。私
達

の
食
卓
も
賑
や
か
に
し
て
く
れ
る
の
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。漁
に
携
わ
る
皆
様
、

ど
う
ぞ
事
故
の
無
い
よ
う
に
頑
張
っ
て
下

さ
い
。

（
七
飯
町
　
清
水
　
悦
子
さ
ん
　
76
歳
）

６
月
号
で
心
配
し
た
不
順
な
天
候
も
和
ら

皆様からのお便り、写真、イラスト
をお待ちしています！
次の①～③を明記の上、ご応募ください。抽選
で５名様に図書カードをプレゼントします。
①なみまるおたより箱への投稿（お便り、写真、
イラスト等）や、広報なみまるくん7月号への
感想・ご意見など

②13ページのクロスワードの答え
③住所・氏名・年齢・電話番号

※「なみまるおたより箱」には①からご紹介します。ご応募いた
だいた方の個人情報は、図書カード進呈や、お便り、写真、
イラスト等の掲載（氏名、年齢、市町村名）にのみ使用いた
します。写真やイラストは、返却できませんのでご了承ください。

　取材時以外は、パソコンの前で長時間、原稿と格
闘（？）することが多いためか、今まで感じたことのな
いような腰の痛みが発生。「困ったなぁ」と思ってい
た矢先、初夏の陽気に誘われ、趣味の自転車であち
こち出掛けるようになると、嘘のように痛みがなくな
りました！ 恥ずかしながら、単なる運動不足だったよ
うで…。自転車の効用はもう一つ。流れる風景のな
か、無心になればなるほど、ぽっとアイデアが浮かび
ます。あとは、それがきちんと記事に反映されるよう
に、来月もがんばります！　　　  　　　　　 （工藤）
 
　広報担当になって３年。手帳に取材の予定を書き
込む際はペンの色を「赤」に決めています。大事な
取材予定を見落とさないようにと、取材がうまくいく
ようにという自分なりのゲン担ぎです。今月もペー
ジが随分と真っ赤になりました。来月も手帳と赤ペ
ンを持って、どんどん取材に伺います。よろしくお願
いします。　　　　　　　　　　　　　　   （櫻田）

編集部からのお知らせ

編集後記

〈宛先〉 7月20日までにお送りください。　
（郵便） 〒060-0003
　　　 札幌市中央区北３条西７丁目１番地
　　　 北海道ぎょれん 総務企画部 広報担当
（ＦＡＸ） 011（242）3543
（電子メール） info@gyoren.or.jp

ぎ
、５
月
６
日
を
初
漁
と
し
た
こ
う
な
ご

漁
も
豊
漁
で
終
わ
っ
た
よ
う
で
す
。出
漁
を

休
む
こ
と
も
な
く
凪
に
恵
ま
れ
た
こ
と
を

喜
ん
で
お
り
ま
す
が
、「
合
成
の
誤
謬
」で

漁
師
も
気
力
を
無
く
し
た
と
聞
き
ま
す
。

統
制
の
時
代
を
思
い
浮
か
べ
て
お
り
ま
す

が
、農
漁
業
に
強
い
力
を
ほ
し
い
も
の
？

（
島
牧
村
　
泉
谷
　
泰
三
さ
ん
　
85
歳
）

※

「
合
成
の
誤
謬
」…

個
々
人
と
し
て
は
合
理
的
な
行
動
で

あ
っ
て
も
、多
く
の
人
が
そ
の
行
動
を
と
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

社
会
全
体
に
と
っ
て
不
都
合
な
結
果
が
生
じ
て
く
る
こ
と
。

６
月
に
入
り
根
室
も
少
し
暖
か
く
な
っ
て

き
ま
し
た
。

（
根
室
市
　
高
橋
　
ナ
ツ
子
さ
ん
　
55
歳
）

　５
月
か
ら
う
に
漁
が
始
ま
り
ま
し
た
。６

月
に
入
り
最
盛
期
と
な
り
ま
し
た
。８
月

ま
で
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

（
小
樽
市
　
宮
古
　
知
行
さ
ん
）

や
っ
と
暖
か
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。こ
れ

か
ら
養
殖
昆
布
の
本
番
が
始
ま
り
ま
す
。

み
ん
な
ケ
ガ
無
く
、体
に
気
を
つ
け
て
頑

張
ろ
う
。

（
函
館
市
　
佐
藤
　
恵
美
子
さ
ん
）

マ
リ
ン
ち
ゃ
ん
も
可
愛
い
け
ど
、な
み
ま
る

く
ん
も
め
ん
こ
い
で
す
。北
海
道
漁
業
の
発

展
の
た
め
に
も
漁
協
の
皆
さ
ん
力
を
合
わ

せ
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

（
浦
河
町
　
高
倉
　
聡
美
さ
ん
　
38
歳
）

昨
年
と
は
打
っ
て
変
わ
っ
て
今
年
の
昆
布

は
不
漁
で
ま
い
り
ま
す
ね
ぇ
。

（
根
室
市
　
髙
屋
敷
　
実
香
さ
ん
　
21
歳
）

６
月
に
入
り
、暖
か
い
日
が
続
き
、だ
ん
だ

ん
夏
に
近
づ
い
て
い
ま
す
。今
年
も
良
い
天

気
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
願
い
ま
す
。

（
湧
別
町
　
臼
井
　
ミ
セ
子
さ
ん
　
77
歳
）

〈
編
集
部
か
ら
〉

植
樹
を
終
え
て
ふ
と
見
あ
げ
た
時
に
、目

の
前
に
広
が
る
緑
の
じ
ゅ
う
た
ん
と
山
に

残
る
白
い
雪
と
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
と
て

も
美
し
く
て
撮
影
し
た
１
枚
で
す
。

みなさんのお便りでつくる
ページです。

なみまる

おたより箱

fr
om
 re

aders

編集部の
今月の
1枚

ご
び
ゅ
う

ご
び
ゅ
う

頂上に雪が残る神居尻山
平成２５年５月３０日
当別町道民の森にて撮影

（社）北海道漁船海難防止・水難救済センター

身に着けよう オレンジベスト 気を付けよう なれた船と海
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Ⓐ

いぶり中央漁協

大友　勇子さん

米を研いで３０分おき、昆布を入れて炊く。炊き上
がったら、Ａを混ぜ入れて酢飯を作り、冷ます。
鮭に、酒と塩・こしょうをふりかけ、フライパンで焼
く。焼けたら骨と皮を外し身をほぐす。
ほぐした鮭にからしマヨネーズを和える。
巻き簾（すだれ）の上に海苔と酢飯を広げ、中央に
レタスと鮭をのせて巻く。
一本の海苔巻きを８等分に切って出来上がり。

❶

❷

❸
❹

❺

・米・・・２合
・鮭切り身・・・２枚
・レタス・・・２枚
・海苔・・・４枚
・昆布・・・１０ｃｍ
・酒・・・小さじ２
・塩・・・大さじ１

・こしょう・・・小さじ１
・からしマヨネーズ・・・大さじ２
・酢・・・大さじ５
・砂糖・・・大さじ３
・塩・・・大さじ１/２

鮭のロール巻き
焼きほぐした秋鮭を巻くサラダ感覚海苔巻き

今回は秋鮭を使った「鮭のロール巻き」をご紹介し

ます。焼いてほぐした秋鮭を、海苔とレタスで巻いた

サラダ感覚のロール巻きです。お子さんのいるご家

庭では、お好みでからしマヨネーズをマヨネーズに

変えてもOK! お子さんと一緒に簡単でおいしい海

苔巻きづくりを楽しんでみませんか。

材料（4人分）

作り方

特集

浜のおかあさん

レシピ

す

第51回北海道漁業協同組合長会議
第64回ぎょれん通常総会
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